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東京大会ルールブック

の は、青チームと赤チームの２チームが協力し、自動運転
（オートマティック）での走行によるタスクのクリアと、手動運転（マニュアル）
によるタスクのクリアを目指す競技です。競技時間は４分間 オートマティック終了
後、別途採点時間あり で行われます。アライアンスを組む別のチームと協力し、そ
れぞれ青または赤のタスクのクリアを目指します。アライアンスタスクは、協議し
どちらのチームが行うかを決めてタスクのクリアを目指してください。
マニュアルステージは、青と赤のチームが同時にスタートします。オートマティッ
ステージを両チームがコンプリートしたら、採点後再スタートします。
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アリーナ上のミッションの小道具を「プロップ」といいます。
プロップの載っている台などを「エレメント」といいます。

ク



大会概要

参加資格

年齢： ～ 歳（ 年 月 日～ 年 月 日生まれ）

チーム構成：選手 ～ 名＋メンター ～ 名（ 歳以上）

役割：オペレーター（ロボット操作）とオブザーバー（補助）

試合構成
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ミッションの種類

種別 対象 得点の帰属

インディペンデントミッシ
ョン

～ （オート） 実施したチームのみに加算

アライアンスミッション ～ 赤・青どちらが行っても両チームに
加算

試合の流れ

準備フェーズ（試合前）
ロボットの電源を入れ、オートエリアのスタートエリア内に完全に収める

コントローラーはマニュアルエリアのスタートエリアに置く

チームマーカーをマニュアルエリアのマニュアルローディングエリア内に置く

代表者 名がプロップカードを引き、 ・ ・ のプロップを配置する

審判がエープリールタグラベルを 枚ランダムに選び、 のスタンドに設置
（選手は見てはいけない）

オートステージ
審判の 秒カウントダウン後スタート
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マニュアルステージのスタートエリア

アリーナ内のミッションの配置
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シグナル起動
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ミッション詳細



※黄色シリンダー全体が枠の内側に入っている
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◯
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シグナルコード



リングの初期位置
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※シグナルタワーの台座に触れていること。　リソースポイントからシグナルタワーが外れていな
いこと。

シグナルタワーの初期位置

エネルギーリング接続



データクリーンアップ＆リソース交換
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データシェアリング

2026 MakeX Starter「Signal Rise」 東京大会ルールブック 11

初期位置　キューブの位置はプロップカードによって決定



チャンネルスイッチング
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初期位置

ロボットが完全にマニュアルステージに入っていること



データライティング
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スコアリングの状態



シグナル発射

2026 MakeX Starter「Signal Rise」 東京大会ルールブック 15

チームマーカーの初期位置
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得点の計算

ミッション別得点一覧

試合得点の計算式

予選ランキング順
全予選ラウンドの合計得点が高い順

同点の場合：総完了時間が短い順

さらに同じ場合：追加戦（オートインディペンデントミッションのみ）で決定
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ロボット仕様

主な規定
検査済みロボット以外の使用禁止

試合中、メインボード・シャーシ・ホイール・キャタピラは交換不可（他パー
ツは可）

市販の多自由度アームや手型構造の使用禁止

試合中はアリーナのプロップに粘着材（テープ・接着剤等）の使用禁止
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チームマーカー仕様

高さ： 以内

底面の直径： 以内

重さ：規定なし（ タワーのクロスバーを押し下げられる重さが必要）

素材・デザイン：自由（チームの個性を表現できるもの。ポジティブな内容に
限る）
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競技規則（重要ポイント）

エリアのルール
オートステージ中：ロボットはオートエリアで動作。垂直投影がマニュアルエ
リアに一部入るのは 。完全進入したら戻れない

マニュアルステージ中：ロボットは完全にマニュアルエリア内で動作。オート
エリアには戻れない

オートステージ中：自チームのインディペンデントエリアと共有エリアのみ動作
可。相手チームのインディペンデントエリアに完全進入したら違反

人員のルール
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オートステージ中：選手は指定エリアに立つ（ロボット操作禁止・ 使
用禁止）

マニュアルステージ中：オペレーター（ 操作）とオブザーバー（補
助）の役割を分担

役割交代は審判に申請・許可を得てから

競技エリアへのパソコン・タブレット・プログラミング機器の持ち込み禁止

携帯電話等通信機器の使用禁止

外部からの指示禁止（初回警告・ 回目違反・重大な場合は失格）

プロップのルール
試合中、採点プロップの垂直投影がアリーナ外に完全に出た場合は無効（アリ
ーナに戻せない）

オブザーバーはマニュアルローディングエリア内のキューブのみ触れることがで
きる

採点プロップとロボットが接触している状態では得点にならない

リセット・修正のルール
「赤 青チームリクエストリスタート」と宣言し審判の許可を得てから実施

リセット・修正中もタイムは進む

修正後はスタートエリアから再スタート

修正エリア：スタートエリアまたはアリーナ外
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主な違反行為と対応

違反行為 ペナルティ

ロボットの早期スタート 違反（ 点）

審判許可なしのリセット・修正 違反（ 点）

マニュアルステージ中にオートエリアに進入 違反（ 点）

オートステージ中に を使用 単試合失格

プログラミング機器を競技エリアに持ち込む 単試合失格

相手チームロボットへの故意の接触・破損 大会失格

ロボットの無断交換・未検査ロボットの使用 両チーム大会失格

悪意あるクレーム（違反が認定されない場合） 単試合失格

試合開始 分前以降に競技エリアに到着しない 単試合失格

審判の警告を無視した反復違反・不正行為 大会失格

注意事項
免責事項

本ルールブックは英語版 を要約・ローカライズしたものです。ルー
ルは大会前に更新される場合があります。最新版は で確認してくだ
さい。

お問い合わせ

ペナルティ
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セルフチェックフォーム
セルフチェックリストの要件に従い、あなたのロボットが要件を満たしている場合
はチェックボックスにチェックを入れなさい。そして、署名したセルフチェックリ
ストを受付時に提出すること。

チーム名 メンター名

チームメンバー名

基本情報
ロボットメインボード番号 数字とアルファベットからなる ビ
ットのコードで、 の「設定」セクションにあります）

ロボットの大きさ長さ 横幅 高さ

ロボットサイズは、縦 、横 、高さ 以内。お手持ちのロボ
ットを計測し、最大拡張サイズを記入。）

ロボットホイールの直径： を超えないこと

ロボットの重量： を超えないこと

チームマーカー長さ 横幅 高さ

高さ 以上、支柱の垂直投影は 四方の範囲内とする

の正方形の面積に収まるようにすること

設備内容
センサーの名称と数量：
モーターの数量：
サーボの数量：
ワイヤレスでコントロールできる　： のバージョンです：　 　

▢はい

60 60
60 60
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その他

高電圧な機器は、競技中および競技の準備中にチームが使用することを禁止す
る。
ロボットの動作にバッテリーを使用する場合、まず安全性を確保する必要があ

る。
ロボットに人を傷つける可能性のある構造物は取り付けない。

▢はい

ダメージ
アリーナ内でのロボットの動作は、アリーナを傷つけないようにしなければならな
い。

▢はい

禁止の材料

可燃性ガス、火災危険物、油圧構造物、水銀含有部品、爆発物、危険なカウンター
ウェイト、他のロボットを傷つける恐れのある構造、鋭利な部品、液体や粘着性の
材料、漏電する材料は使用しない。

▢はい

セルフメイド
プリンターによる自作パーツ、段ボール、木材、アクリル、ゴムバンドなどを使

用することができます。自作パーツには、スポンサーなどのロゴを入れることはで
きない。

▢はい

メカニカル

プリンターやレーザー加工による自作のメカニカルパーツを使用することができ
る。多自由度ロボットアームやハンドを含むがこれに限定されない、市販の構造物
を使用してはならない。

▢はい

私たちのチームは、自己チェックフォームに従って自分たちのロボットをチェック
し、このフォームに実際のデータを記入して 日本実行委員会に提出します。
私たちは、上記の状態で競技に参加することを約束し、変更があった場合は期限内
に報告します。競技中、ロボットが要求事項に適合していない場合、または当チー
ムが適合していないロボットを使用した場合、競技結果は失格となり、すべての責
任は異議なく当チームが負うことに同意します。

チームリーダーの署名
　

日付


